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（百万円未満四捨五入）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 8,641 140.7 △615 － △3,108 － △3,225 － △3,225 － △2,308 －

2021年12月期第３四半期 3,590 △19.2 △4,225 － △4,152 － △1,825 － △1,825 － 2,094 －

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第３四半期 △39.46 △39.46

2021年12月期第３四半期 △22.50 △22.50

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 95,168 55,701 55,701 58.5

2021年12月期 96,985 57,468 57,468 59.3

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年12月期 － 0.00 －

2022年12月期（予想） 0.00 0.00

１．2022年12月期第３四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

当社グループは創薬ビジネスの拡大に引き続き注力し、戦略的成長および内部成長機会を十分に活用していくこ

とが可能な状況にあります。当社グループは、SBDDプラットフォームと極めて生産性の高い創薬エンジンにより、

自社で初期臨床開発に進めるための複数の有望な新薬候補物質を創出しており、プログラムを資本効率良く進展さ

せるため、提携及び共同投資による活動の維持を図ります。同時に、競争力を維持し、高いアンメットメディカル

ニーズの存在する分野における、次世代のプログラムからなる有望なパイプラインを進捗させるため、新たなテク

ノロジー、ツール及び能力強化のための投資を行います。

当社グループの発展につながる中期計画を後押しするため、日本国内市場向けの後期臨床開発段階にあるアセッ

トの導入や収益を創出する企業の買収を含む、付加価値を生み出す成長戦略への投資機会を引き続き追求します。

2021年12月期同様、基礎となる創薬ビジネスにおいては、企業価値向上追求のために、引き続き経営資源と資本の

バランスを持続可能なものとしてまいります。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期３Ｑ 81,923,230株 2021年12月期 81,518,316株

②  期末自己株式数 2022年12月期３Ｑ 254株 2021年12月期 213株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期３Ｑ 81,738,514株 2021年12月期３Ｑ 81,075,836株

・　　研究開発費は6,750百万円から7,750百万円
（注）

を見込みます（据え置き）。

・　　販売費・一般管理費は3,750百万円から4,250百万円
（注）

を見込みます（据え置き）。

・　　新規提携に伴う一時金を見込みます。

・　　創薬及び研究開発に関する既存の提携先からのマイルストンに関する収益を見込みます。

・　　コストベースの管理を徹底しつつ、引き続き創薬プラットフォームを補完し将来性を確保するテクノロジ

ー、ツール及び能力への投資とともに、次世代候補品の進展を図ります。

・　　日本国内市場向けの後期臨床開発段階にあるアセットの導入を目指します。

・　　当社グループの創薬及び初期開発の新規ターゲットへの拡大を図ります。

・　　長期的な収益成長可能性を確保するための転機となる可能性を持った企業買収を目指します。

当社グループは、2025年までの創薬及び初期臨床開発活動のための十分な資金を確保しています。

（注）
2022年12月期の見込みは、減価償却費、償却費、株式報酬費用などの非現金費用を含む公表財務諸表ベースで

算出しています。

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。




